
 

行政評価制度について 

 

１ 行政評価制度の再構築 

（１）これまでの行政評価制度の運用 

 

 

 

 

 

 

    

（２）現在の行政評価制度の運用 

事務事業評価における外部評価の本格導入を行うとともに、これまでの成果と課題を踏まえ、

評価対象事業の絞り込みや評価後事業のフォローアップの実施、評価結果に対する対応の可視

化、５カ年の選定事業の明確化などの見直しを行った。 

 

 

 

（３）これまでの成果と課題 

成果 課題 

○ 事業執行に対し不断の見直しの必要性

が庁内に浸透 

○ 評価結果が庁内、議会で一定尊重 

○ 事業の選択と集中を図るため施策評価

を導入 

○ 評価結果に対する対応の可視化とフォ

ローアップによる進行管理手法の導入 

○ 評価結果の着実な予算への反映 

○ 評価結果への対応状況の可視化（改善） 

○ 所管課、評価者、事務局負担の軽減（行政評

価運用サイクル、評価ステップ等の見直し） 

 

（４）再構築の趣旨 

   行政評価制度の運用について、これまでの成果と課題を踏まえ、平成 30年度からの評価

実施に向けて、より効果的・効率的な評価制度として再構築する。 

年度 実施内容 評価事業数 備考 

H15・16 事務事業評価（試行期間） ―  

H17 事務事業評価（本格実施） 約 250事業  

H18～20 事務事業評価 約 430事業 評価手順等の見直し 

H21～25 
施策評価（22・24） ― 施策評価の導入 

外部評価試行実施 事務事業評価（21・23・25） 約 220事業 

年度 実施内容 評価対象項目（予定含む） 評価事業数 

H26 事務事業評価 

・補助金・負担金（団体向け） 

・再評価（H18～21年度評価事業） 

・経常事業 

36事業 

H27 施策評価 総合計画における全 38施策 ― 

H28 事務事業評価 

・補助金・負担金（個人向け） 

・施策評価フォローアップ（H27年度） 

・再評価（H23年度評価事業） 

・経常事業 

52事業 

H29 施策評価 総合計画における全 38施策 ― 

H30 事務事業評価 

・補助金・負担金（その他） 

・施策評価フォローアップ（H29年度） 

・再評価（H25年度評価事業） 

・経常事業 

未定 
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２ 行政評価（平成 29年度施策評価）の実施 

 

 （１）実施内容 

   第２次総合計画に基づく施策の達成状況を把握・分析し、予算の適正配分に反映させるとと

もに、後期基本計画の策定に活用するため、施策評価（市民意識調査を含む）を実施する。 

 

 （２）実施スケジュール 

   ６月～７月  市民意識調査の実施 

   ７月     一次評価（課長級） 

   ８月～10月  部長調整会議、行革本部評価実施 

 

３ 事務事業評価フォローアップ調査（平成 29年度）の実施について 

 

 （１）フォローアップの考え方 

   平成 25・26・28年度に実施した事務事業評価において「廃止」・「抜本的見直し」・「改善・

見直し」等の評価を受けた事業で、改善・見直しや予算への反映が図られていない事業を対象

に調査を実施し、進捗管理を行う。 

 

（２）調査対象事業（全 42事業） 

評価年度 改善・見直し 抜本的見直し 廃止 

平成 25年度 2 5 - 

平成 26年度 6 3 - 

平成 28年度 20 5 1 

 

４ 全体スケジュール（平成 29年度） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

行政評価

制度の 

再構築 

            

施策評価 

            

フォロー

アップ 

調査 

            

 

進捗確認 
上半期 

調査 
予算反映 

本部 

決定 

行革委員会 

での検討 

本部 

報告 

部長調整会議 

行革本部評価 

一次 

評価 

市民意識

調査 

見直しの方向性の検討 

予算反映 

下半期 

調査 


